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平倉観音遺跡発掘調査報告書

県営ほ場整備猫川左岸地区工事関連遺跡発掘調査



四国四県に匹敵する広大な面積を有する岩手県は、埋蔵文化財の宝庫として

知 られており、その包蔵地の数は 1万箇所を超えるとも言われております。こ

れら先人達が遺した貴重な文化遺産を保護し、後世に伝えていくことは我々に

課せられた責務でもあります。

一方、農業基盤整理や幹線道路網の整備など、社会資本の充実を図ることも

また行政上の大事な施策であり、そのため埋蔵文化財の保存・保護のもとに調

整・調和のとれた地域開発を推 し進めることが今日的な課題でもあります。

このような視点から、財団法人岩手県文化振興事業団では埋蔵文化財セン

ターの創設以来、埋蔵文化財保護の立場にたつて、県教育委員会生涯学習文化

課による調整と指導のもとに、開発事業によつてやむを得ず消滅 していく遺跡

について発掘調査を行い、その記録を保存する措置をとってまい りました。

本書は、県営ほ場整備猫川左岸地区整備事業に関連して、平成14年度に行わ

れた遠野市に所在する平倉遺跡の調査結果について収録したものであります。

調査の結果、弥生時代の遺物を主体とした遺跡包含層等が検出され、そこか

ら弥生土器等の遺物が出上しております。

この報告書が広く活用され、斯学の研究に寄与するとともに埋蔵文化財に対

する関心と理解をいっそう深めることに役立つことを切に希望いたします。

最後になりましたが、これまでの発掘調査及び報告書作成に協力 とご支援を

賜 りました岩手県遠野地方振興局農政部農村整備室、遠野市教育委員会をはじ

めとする関係各位に衷心より感謝申しあげます。

平成 15年 11月

財団法人 岩手県文化振興事業団

理事長 冶卜 田 武



例 言

1.本報告書は、薯手紫選壽詩竺舜T学誉勢4れ凱筆観筈21馨亀ほかに所在する学督観筈遺跡発掘調査結
果を収録 したものである。

2.本遺跡の発掘調査は、県営ほ場整備猫川左岸地区工事関連事業に伴い、岩手県教育委員会生涯学習文化

課・岩手県遠野地方振興局農政部農村整備室の協議を経て、側岩手県文化振興事業国埋蔵文化財セン

ター (以下埋文センターと略称)が記録保存を目的として実施 した緊急発掘調査である。

3.今回の発掘調査による成果は平成14年度の岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第423集 「岩手

県埋蔵文化財発掘調査烙報」にて公表してきたが、本書が公式な報告書であるので、上記の刊行物 と

の違いがある場合は、現時点では本書が正しいものとする。

4.岩手県遺跡登録台帳番号と調査時の遺跡各次略号は、以下のとお りである。。

遺跡登録台帳番号…… M F66-1099

遺跡略号…………… …… HKN-02

5.野外の調査期間 。調査面積 と調査担当者は、以下のとおりである。

調査期間  平成14年 4月 8日 ～ 5月 31日

調査面積  2,600ぜ

担 当 者  島原弘征・太田代一彦

6.調査の室内整理期間と整理担当者は、以下のとお りである。

整理期間  平成14年 11月 1日 ～平成15年 3月 31日

担 当 者  島原弘征・太田代一彦

7.本報告書の原稿執筆は、 I章の調査に至る経過を岩手県遠野地方振興局農政部農村整備室、他を担当者

が分担 して行い、島原以外の担当者が執筆した部分の文末には執筆者名を記している。編集は島原が

行った。

8。 座標原点の測量および空中写真撮影は、次の機関に依頼 した。

座標原,点 の測量………lal菊池技研コンサルタント

9.自然科学関連の分析は、次の機関に依頼した。 (敬称略)

石質鑑定……… … …花筒岩研究会

10,本報告書の作成にあた り、次の方々ならびに機関からご指導とご協力をいただいた。 (敬称略)

遠野市教育委員会、小向裕明、佐藤浩彦、 日下和寿、高瀬克範

11.野外調査にあたっては、遠野市内の方々に多大なるご協力をいただいた。

12.土層観察の上色は、『新版標準土色帳』 (小 山正忠・竹原秀雄 :1992)に よった。

13.本報告書で使用した地形図は、国土地理院発行のものであり、図中に図幅名と縮尺を記している。

14.本遺跡から出上の遺物および調査に関わる資料は、岩手県立埋蔵文化財センターに保管・管理 してい

る。
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第 I章 調査に至る経緯

平倉観音遺跡は、「ほ場整備事業 (担い手育成区画整理型)猫川左岸地区」の施行に伴って、その事業区

域に位置することから発掘調査することとなったものである。

当事業は、遠野市上郷町地内の受益面積91 haの 地区で、水田は昭和30年代に一部10a区画に整理された

が、区画状況が小さく農道の幅員も狭い状況であつた。

又小用水路は土水路で濡水 し、用水不足を補 うために小排水路は用排兼用で浅く、排水不良となって湿田

化しているなど、営農の機械化、耕地の汎用化、さらには農地の流動化、生活環境の向上など、高生産性農

業を阻害していた。

これらの阻害要因を除去し、効率的で安定的な経営体に農地を集積 し、高生産性農業の確立を図 り、併せ

て農村環境水準の向上を資するために、大区画ほ場整備を実施するものとして、平成10年度新規採択された

地区で、平成14年度で 5年 目である。

当事業の施行に係る埋蔵文化財の取扱いについては、岩手県遠野地方振興局農政部農村整備室か ら平成H

年 3月 9日 付け遠農整第539号 「県営ほ場整備事業実施に伴 う遺跡分布調査について (依頼)」 の文章によつ

て岩手県教育委員会に対して分布調査をしたのが最初である。

依頼を受けた岩手県教育委員会では、平成11年 5月 17日 ～19。 24日 調査を実施 したが、その結果は平成11

年 6月 8日 付け教文第261号 「県営ほ場整備事業実施に伴 う遺跡分布調査について (回答)」 で岩手県遠野地

方振興局農政部農村整備室へ回答し、その際工事施工範囲内が平倉観音遺跡の範囲内であることが付記され

た。

回答を受けた岩手県遠野地方振興局農政部農村整備室では、平倉観音遺跡を平成13年 10月 12日 付け遠農整

第606号 「ほ場整備事業 (担い手育成区画整理型)猫川左岸地区における埋蔵文化財の試掘調査について

(依頼)」 の文章によつて岩手県教育委員会に対 して、試掘調査を依頼した。

依頼を受けた岩手教育委員会では平成13年 11月 5日 ～ 7日 に試掘調査を実施したが、その結果は平成13年

12月 5日 付け教生第1254号 「ほ場整備事業 (担い手育成区画整理型)猫川左岸地区における試掘調査につい

て (回答 )」 で岩手県遠野地方振興局農政部農村整備室へ回答 し、その際平倉観音遺跡の発掘調査が必要で

ある旨が付記 された。 (岩手県遠野地方振興局農政部農村整備室)
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第H章 遺跡の位置と周辺の環境

第 1節 遺跡の位置と周辺の地形

平倉観音遺跡は、岩手県遠野市上郷町平倉74地割ほかに所在する。遺跡は北緯39度 16分 46秒、東経141度

35分 00秒付近に位置する。本遺跡はJR釜石線岩手上郷駅から南南西約0.5km、 仙人峠から西流する早瀬川

右岸の谷底平野に面した河岸段丘上に位置する。遠野市は北側に川井村 。大迫町、東側に釜石市 。大槌町、

南側に住田町 。江刺市、西側に官守村 。東和町が隣接 している。人口は約27,000人で、市街地は中起伏山地

に囲まれた遠野盆地と呼ばれる谷底平野に位置する。

北上山地のほぼ中央に位置する遠野盆地は、南北30km、 東西20kmに も及ぶ北上山地最大の盆地であり、

猿ヶ石川流域の谷底平野と開析扇状地が主なものである。北方には北上山地最高峰の早池峰山を望み、盆地

周囲の六角牛山 (1,294m)・ 石上山 (1,038m)。 薬師岳 (1,644m)・ 高清水山 (797m)。 物見山 (917m)・

貞任山 (886m)等の山々や、市内を流れる猿ヶ石川・小鳥瀬川・早瀬川等の河川により盆地が形成されて

いる。盆地の縁辺部は標高1,000m前後の山地が四んでお り、盆地底の沖積面は標高250～300mを 測る。山

地を除くと、この盆地は、大別 して四つの地形面からなり、上位の地形面から見てみていくと、最初に盆地

を囲む山麓緩傾斜面上に展開する標高300～400mの高位の緩斜面、次に250～300mの低位の緩斜面、さらに

盆地底の沖積面より約 5m程高い遠野段丘と呼ばれる河岸段丘が盆地内の河川沿いに形成され、最後に現河

川沿いに、河床面との比高 1～ 5mを測る沖積面とに区分される。本遺跡南を流れる早瀬,「 |は上郷町の平野

原・宇南林一帯で扇状地を発達させ、周囲の谷底平野との間に若千の比高差をもつ。

遠野盆地は花蘭岩の分布域で、遠野花蘭岩が主に盆地に分布 している。この花南岩は深層風化が進み砂質

化 している。盆地東縁及び西縁においては、古・中生界の粘板岩・石灰岩・輝緑疑灰岩等も分布している。

盆地北部 。東部の一部の更新世層には橙色～赤褐色の風化火山灰が分布するが、噴出源については不明であ

る。早瀬ブ|1両岸の沖積地には広く砂礫層が堆積 している。 (太 田代)

第 2節 遺跡の概観

平倉観音遺跡は北上山地最大の盆地である遠野盆地の南東側に位置している。早瀬)FIと その支流である猫

川 との間に、これ らの河川の開析によって形成 された標高約440mの独立丘陵がある。この丘陵の南から少

し張 り出した、谷底平野に面する早瀬川右岸の河岸段丘上に遺跡は立地している。周辺の谷底平野・河岸段

丘は、仙人峠の若木沢付近を水源として東から西に流れる早瀬)「 |に よって形成されたものである。

本遺跡の南には早瀬)「 |が流れ、川の両岸には水田が広がっている。遺跡の北西には、慈覚大師が創建 した

ものと伝えられる遠野七観音の一つである平倉観音が安置されているお堂が丘陵中腹に隣接 している。ま

た、この丘陵山付近には中世城館跡の刃金館が位置する。遺跡北側の丘陵は中生代層の花筒岩質岩石を主体

としており、軟質部が露出している。

遺跡の位置する河岸段丘は早瀬川 。中沢川・猫川・河内川などによって形成された扇状地が段丘化 したも

ので、この段丘は遠野段丘と呼ばれる。面的には小規模なもので、花蘭岩質砂 と吉生層のスレー ト・チャー

ト等の礫が混 じった、全体的に砂がちな沖積層が主に堆積し、段丘の縁辺部は河成堆積物 と河,II傍の山腹斜
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面などから供給された風化砂礫層が交互に入 り混じつて構成されている。

平倉観音遺跡は北側の丘陵に沿 うように立地し、若千南側へ傾斜 している。遺物包含層 (面積約400ポ )

が調査区東側に広がり、縄文時代後・晩期から弥生時代初頭の遺物が主に出土している。本遺跡の標高は約

355～ 358m程で、現沖積面との比高は約 5～ 6m程 を測る。発掘調査前は水田として土地利用されており、

昭和30年代に行われたほ場整備により遺跡中央付近の若千低い部分以外は削平を受けている。

(太 田代・島原)

第 3節 基本層序

今回の調査区では昭和30年代に行われた、前回のほ場整備やそれ以前の開田時の削平等によって後世の撹

乱が著しい。基本的には耕作土である I層 と遺構検出面であるV層は共通しているものの、地区によつて

様々であるために分けて述べることとする。

北部は盛土層 (Ha層 )の下に旧耕作土 (Hb層 )が薄 く層状に堆積 し、Ш・Ⅳ層は確認されず検出面

(V層 )に至る状況が見られる。

中央部は耕作上下にⅡa層が堆積するが、その下は緩斜面部 と急斜面部で様相が異なり、緩斜面部は一部

窪んだ部分で開田時の削平を免れたⅣ層が確認される。基本的にはⅢ oⅣ層は削平され残存していないため

Ⅱ層下はV層に至る状況を呈するが、急斜面部は開田時に削平した土を盛つているためⅡa層 が厚く堆積し

ている。旧表土層であるⅢ層も残存しているが、Ⅳ層は形成されなかったのか流出したのか不明だが確認さ

れず、V層 に至っている。

南部は開田時の削平でⅡ・Ⅲ・Ⅳ層は消失し、 I層下がV層に至る状況を呈している。

第 4節 周辺の遺跡

岩手県教育委員会の遺跡台帳によると、遠野市内には309箇所の遺跡が確認されている。平倉観音遺跡は

遠野市の南東部に位置 し、遠野市と住田町との境が近いため、住田町の新田山開拓地付近と気仙川の支流で

ある坂本川上流域に分布 している遺跡も含め、遠野市48遺跡、住田町 5遺跡を図示した。

図中の周辺遺跡は、縄文時代の遺跡が43遺跡あり、そのうち集落跡が 5遺跡を教え、他は散布地となって

いる。中世の遺跡は城館跡で 6遺跡、平安時代の遺跡は2遺跡を教え、中世城館跡 と縄文時代、平安時代 と

縄文時代が複合 しているのがそれぞれ 1遺跡づつある。江戸時代の遺跡では一里塚が 2遺跡ある。詳細な発

掘調査をされている遺跡は少ない。

平倉観音遺跡の北西側には、慈覚大師円仁の布教巡行中に創建されたと伝えられる遠野七観音の一つ、平

倉観音が安置されている御堂が丘陵中腹に隣接している。

縄文時代の遺跡は、本遺跡より北西方向の早瀬川右岸に縄文後期集落の清水川 I遺跡 (23)が 、南東方向

には縄文前期から中期初頭の集落跡である林崎遺跡 (37)がある。早頑川を挟んだ対岸の平野上には縄文晩

期集落の地崎遺跡 (34)が位置し、同じく対岸の河岸段丘上には縄文時代の散布地である平倉遺跡 (42)。

平野原遺跡 (43)がある。青笹付近の早瀬川と河内川の合流地点付近から早瀬川右岸の河岸段丘上及び谷底

平野上には、晴山Ⅳ遺跡 (2)。 赤羽Ⅱ遺跡 (4)。 中下遺跡 (8)・ 八幡Ⅱ遺跡 (11)な どの縄文時代の遺
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Ⅱb層 10YR2/2 黒褐 しまり有 粘性少し有 (前回のほ場整備以前の耕作土)調査区中央付近に堆積
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Ⅵ層  10YR6/1 褐灰 しまり有 粘性無 砂質シル ト

Ⅶ層  10YR4/4 褐 しまり有 粘性有 5～ 10cltll礫含む

第 5図 基本上層柱状図
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跡が集中して分布している。遺跡の分布は、早瀬川とその支流流域の谷底平野及び河岸段丘に多くみられ、

平倉観音遺跡も早頬

'「

1流域の谷底平野に面した河岸段丘上に立地している。また、河)「 |に よる開析で形成さ

れた丘陵地形や山麓地形の緩斜面上にも遺跡が集中する。縄文時代の遺跡は多く、時期は全般にわたつてい

るが、早期 。前期が主体を占める傾向が見受けられる。

中世の遺跡は主に城館跡で、これらの中世城館跡の立地している地形は主に平野に張り出している尾根の

先端部、あるいは台地上である。本遺跡の北側にある丘陵の西側緩斜面上には刃金館 (35)が位置してい

る。早瀬デII沿いには、篠館 (46)。 板沢館 (22)・
‐
自館 (18)な ど、釜石や住田への街道筋をみおろす場所に

城館跡が確認されており、中でも篠館 (46)は平成10。 11年に発掘調査が行われ、15～16世紀にかけての曲

輪32箇所、武者走 り状遺構 2箇所、堀跡 9条、土塁 9箇所等の遺構が確認され、境 目ないし詰めの城的な性

務を持つ山城ではないかと報告されている。 (太 田代)

引用 。参考文献

1.北上山系開発地域 土地分類基本調査 遠野 5万分の 1 1970年

2。 (財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター  『高瀬 I遺跡発掘調査報告書』

岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第155集 1991年

3.(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター  『篠館跡発掘調査報告書』

岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第353集 2000年

4.岩手県遠野市教育委員会  『甲子遺跡』 遠野市埋蔵文化財調査報告書第11集 1998年

5.岩手県遠野市教育委員会  『新田Ⅱ遺跡』 遠野市埋蔵文化財町紗報告書第13集 2002年

6.菅原啓・高橋節子  「遠野盆地の緩斜面と段丘の成因について」 『東北地理』第26巻第 1号 1974年

7.『遠野市史』
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第 1表 周辺の遺跡一覧表

h 遺跡名 種  別 時  代 遺構・遺物

1 平倉観音 散布地 縄文・弥 縄文土器 (後末期)・ 注口土器・弥生土器・遺物包含層

晴山Ⅳ 散布地 縄 文 縄文土器

3 散布地 縄文 縄文土器

4 赤羽Ⅱ 散布地 縄文 縄文土器

5 長谷場 散布地

6 天王 散布地 平安 須恵器

7 安戸 散布地

8 中下 散布地 縄文 縄文土器

9 合 田 散布地 土 器

八幡 I 散布地 土器

八幡Ⅱ 散布地 縄 文 縄文土器

下関 散布地 縄 文 縄文土器

善応寺 散布地 土師器

館石 散布地 土器

夫婦石袖高野 集落跡 縄文 青竜刀形石器・炉跡

栃 洞 散布地 縄文 縄文土器・土師器

〆 田 散布地 縄文 縄文土器

臼館 (丑館 ) 城館跡 中世 堀・平場

館山麓 散布地 縄 文 石皿・石鏃

中沢Ⅱ 城館跡 中世 平場 。上塁・空堀

太 円 散布地 縄文・平 石皿・石弾・土師器

板沢 (大洞 ) 館 城館跡 中世 堀・平場・帯郭

清水川 I 集落跡 縄 文 縄文土器 (後期)。 石棒・石斧

赤川 散布地 縄 文 縄文上器・石斧・石鏃

清水川Ⅱ 散布地 土器

赤川一里塚 一里塚 江戸

越 田 散布地 土器

瀬内 集落跡 縄文 縄文土器 (前末～中初期)。 石斧

暮坪前 散布地 土器

赤沢 散布地 土器

長 洞 散布地 糸亀文 縄文土器 (後期 )

同地 散布地 縄文 縄文土器 (晩期)

権現 散布地 糸亀文 縄文土器・石斧・石鏃

地崎 集落跡 縄文 縄文土器 (晩期)・ 石斧・石箆

刃金館 城館跡 中世 堀・平場・帯郭・土塁

切掛 散布地 縄 文 縄文土器・石鏃

林崎 集落跡 縄 文 縄文上器 (前末～中初期)・ 磨製石斧・土偶。石錐・石匙。石鏃

森ノ下 I 散布地・城館跡

森ノ下Ⅱ 散布地 縄文 縄文壷

太田館 城館跡 中世 堀・土塁・平場・帯郭

滑ロー里塚 一里塚 江 戸

平倉 散布地 縄文 縄文土器・磨製石斧

平野原 散布地 縄文 縄文土器 (中期)。 石器

宇南林 城館跡

岩 崎 散布地 縄文 縄文土器

篠館 (関 口館 ) 散布地・城館 縄文 。中 縄文土器・石鏃・石錐・上塁・空堀 。平場 。帯郭

滝ノ沢 散布地

寺屋敷 散布地 縄文 縄文壷

新田山Ⅱ 散布地 縄 文 縄文土器 (後期)

新田山 I 散布地 縄 文 縄文土器 (後期)

上の平 散布地 縄 文 縄文土器 (後・晩期 )

船 作 散布地 土師器・土器

新 田Ⅲ 散布地 縄文 縄文土器 (後期)
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第Ⅲ章 調査の概要と整理方法

第 1節 調査経過

野外調査は4月 8日 から5月 31日 まで行った。 4月 8日 午後作業開始、現場設営を行 う。 4月 9日 より調

査を開始する。前年度生涯学習文化課が試掘 した トレンチを順次再掘して、検出面、基本層序を確認する。

同16日 より重機を投入 して表土除去ならびに遺構検出を行 う。25日 基準点設置。遺構数も概ねこの段階には

確定したので遺物包含層ならびにそれを切つている溝を中心に精査を開始する。 5月 に入ると、遺物包含層

を切つていた溝が断面観察の結果、旧河道であることが判明したので、遺物が出土する部分のみ精査を行 う

ことに方針変更、他の遺構の精査を開始。中旬までは順次遺構精査を進める。22日 生涯学習文化課による終

了確認が行われる。終了確認前後には実測ならびに旧河道のうち遺物が出土する部分のみの精査が作業の中

心となる。同31日 には器材を撤収 し、埋め戻しを行い調査を終了した。

第 2節 野外調査の方法

1.グ リッ ドの設定 (第 7図 )

今回の調査区域全体をカバーできるよう世界座標に合わせて座標設定及びグリッド設定を行 うこととし

た。調査区外の北西隅を始点 とし100m間隔で北から南に向かって I、 Ⅱ、Ⅲとローマ数字を、西から東に

向かってA、 B、 Cと アルファベットの大文字を当てて大グリッドを設定した。各大グリッド内に4m間隔

で25等分して、大グリッドと同様に北から南に 1～25と アラビア数字を、西から東に a～ yと アルファベ ッ

第 7図 グリッド配置図
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卜小文字を当てて、それらの組み合わせで小グリンドを表すこととした。作業を行 う際にはグリンドの北西

隅の杭にグリッド名を記入し、 IAlaグ リッドというような呼称をした。また、調査区が世界座標軸に対

して西へ傾いているため、調査区全体をカバーするような区割 りを行つた際に原点が調査区外に位置してし

まった。原点の座標値 (世界測地系)は以下の通 りである。

X=E―-79,500.00  Y==64,600.000

また、実際にグリッド設定を行 う際には、基準点を業者に委託して打設することとした。調査時にはその

基準点を使用 して調査区の区割 り。グリンド設定を行った。各地区で使用 した基準点の座標値は以下の通 り

である。

2.粗掘 と精査

粗掘は平成13年度に行われた試掘結果をもとに試掘 トレンチを再掘 し、土層断面を観察した。遺物がほと

んど見られない I・ Ⅱ層に関しては重機を使用 して除去することとしたが、遺物包含層周辺はⅡ層中からも

遺物が一定量出土していたため、遺物出土量が少ない表土は重機でⅡ層より下は人力で除去している。

精査は基本的に土杭は 2分法による埋土の観察を行った。遺物包含層に関してはグリッド軸に合わせたベ

ル トを設定し堆積状況を観察し、その断面観察をもとに上の層から1層ずつ掘 り下げて遺物を取 り上げた。

旧河道は適時ベル トを設定し埋上の観察を行つた。

遺物の取 り上げは遺構外に関してはグリンド名 と層位、遺構内に関しては遺構名と埋土層位を、遺物包含

層はグリンド名と層位を記入し、出土地点を実測 した遺物に関しては取 り上げ番号も記入した。

3.遺構の記録

遺構の記録は実測図と写真撮影により、図面で表現できない所はフィール ドカー ドに記録している。図面

は遺構の平面形、遺物出土状況を記録 した平面図、ならびに遺構の断面形・埋土の堆積状況を記録 した断面

図を作成し、適時エレベーション図も作成した。作図は衛易遺 り方測量を準用し、精査途中で随時作図記録

した。縮尺は基本的には 1/20を原則 とし、規模が長大な旧河道に関しては平板測量で 1/50で作図した。

写真は遺構検出状況。埋土堆積状況、遺物出土状況、完掘状況 とい うように精査の各段階毎に必要に応 じ

て撮影を行っている。フィルムは35411n判 のモノクロとリバーサルを使用している。また、状況に応 じてデジ

タルカメラ・ポラロイ ドを使用してメモ的写真を撮影している。

第 3節 室内整理の方法

図面点検 。遺物の洗浄・写真整理は原則的に現場で行 うこととしたが、期間の後半は調査に追われ、一部

は野外調査終了後に行っている。

基準点名 X座標 Y座標 基準点名 X座標 Y座標

基 1 -79,620.000 64,660,000 補 1 -79,640.000 64,692.000

基 2 -79,640,000 64,680.000 補 2 -79,632.000 64,680,000
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1.遺構図面

遺構図面は点検後、第二原図を作成 した。挿図中の縮尺は土杭は 1/40、 柱穴状土坑の平面図は 1/100を

原則 として、任意縮尺に関してはスケールをつけている。また、使用 したスクリーントーンに関しては図中

に凡例を示した。

2.遺物

遺物は洗浄後、出土遺物の全てを点検し、遺構内外の種別毎に仕分けを行い、注記・接合・復元と作業を

すすめ、実測・採択が必要なものを選んで登録した。実際には登録 した遺物からさらに絞 り込んで実測・ ト

レース・写真撮影・図版作成を作業を進め、報告書に掲載する形を取っている。実際の作業に関しては調査

員が仕事の計画と指示・点検を、作業員が実際の仕事を行 うという具合に分担している。

報告書に掲載した遺物の掲載基準は、土器は完形品と接合復元したものの中で器形がおおよそ把握できる

ものは掲載している。遺構内から出土した遺物は,点教が少ないため口縁部・底部破片を、遺物包含層 。旧河

道から出上した遺物に関しては日縁部・底部破片を中心に選択している。

石器・石製品に関しては点数が少ないこともあり登録 した全点を掲載したが、一部写真のみ掲載の遺物も

ある。

縮尺は土器は原則 として1/3だが器高25cm以上の上器に関しては1/4、 剥片石器に関しては1/2で ある。こ

れらの原則 と異なる縮尺の図面には脇に縮尺を表記することとし、任意の縮尺に関しては脇にスケールをつ

けている。

3.写真

野外調査中に撮影 した写真は、撮影順に対応するようにフィルムの種類毎にモノクロはネガアルバムにリ

バーサルはスライ ドファイルに整理 して台帳に記入した。

遺物は当センターの写真技師が登録 した遺物を3511ull判 フィルムで撮影 し、現像終了後、種別毎に整理を

行っている。
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第Ⅳ章 検出遺構と出土遺物

今回の発掘調査で検出された遺構は土坑 7基 (S K01・ 02・ 05～ 09)、 遺物包含層 1箇所、柱穴状土坑154

基である。土坑は検出当初に遺構番号を連番で振 り分けたため、没遺構の番号はそのまま抹消し、番号を詰

めることをしなかったため、連番にはなっていない。また、時期不明遺構が多いことから遺構の種別毎に記

述を進めていくこととする。

第 1節 検出された遺構

(1)土坑

S KO¬ 土坑 (第 9図、写真図版 2)

調査区中央、 Ⅱ A10tグ リンドに位置し、V層上面で検出した。平面形・規模は精円形を呈し、開田部径

239× 157cm、 底部径191× 116cmを 測る。断面形は皿状を呈し、深さ16cmを測る。埋土は上位は黒褐色土、下

位はにぶい黄褐色土を主体 とした自然堆積で 2層に細分された。底面は概ね平坦である。遺物は埋土中から

弥生土器片が 2点が出土した。このうち掲載した遺物は、埋土中より出土した弥生土器 (1)で ある。

S K02土 坑 (第 9図、写真図版 2)

調査区中央、 ⅡA10u o vグ リンドに位置し、V層上面で検出した。平面形・規模は円形を呈し、開口部

径168× 139cm、 底部径147× 127cmを 測る。壁は鋭角的に立ち上がり、深さは25～ 33cmである。埋土は黒色土

を主体とした単層で人為堆積を呈する。底面は概ね平坦である◇遺物は弥生土器が小袋 1袋分出上した。こ

のうち掲載した遺物は、埋土中より出土した縄文土器 (2)と不定形石器 (404)である。

S K05土 坑 (第 10図、写真図版 2)

調査区北部、 ⅡA6oopグ リンドに位置し、V層上面で検出された。平面形・規模は楕円形を呈し、開

口部径140× 87cm、 底部径■2× 63cmを 測る。断面形は皿状を呈し、深さ13～19cmを測る。埋土は褐灰色土を

主体 とした自然堆積の単層である。底面は概ね平坦である。遺物は出土しなかった。

S K06土 坑 (第 9図、写真図版 2)

調査区北部、 ⅡA4q・ rグ リンドに位置し、V層上面で検出された。平面形・規模は精円形を呈し、開

口部径360× 280cm、 底部径269× 151cmを測る。壁は下半部は外傾 して、上半部は鋭角的に立ち上がる。深さ

は62～65cmを 測る。埋土は上 。中位が黒色土、下位は褐色土を主体 とした自然堆積で16層 に細分された。底

面は概ね平坦である。遺物は弥生土器片が 9号袋半分程出土している。

S K07土坑 (第 10図、写真図版 3)

調査区北部、 ⅡA6sグ リッドに位置し、V層上面で検出された。平面形・規模は精円形を呈し、開口部

径137× 87cm、 底部径69X41cmを測る。断面形は逆台形状を呈し、深 さ約40cmである。埋土は上位がにぶい

黄褐色上、下位は灰黄褐色土を主体とした自然堆積で 2層 に細分された。底面は概ね平坦である。遺物は出

土しなかった。

S K08土 坑 (第 10図、写真図版 3)

調査区北部、 ΠA6sグ リンドに位置し、V層上面で検出された。平面形・規模は楕円形状を呈し、開口

部径203X131om、 底部径107X75cmを 測る。断面形は逆台形状を呈 し、深さ33～ 39cmを測る。埋土にぶい黄
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SK01

A

A L=358 71Xh

SK01
1.10YR3/2 黒褐 しまりやや有 粘性有
2.10YR4/3 にぶい黄褐 しまりやや有

SK06
1.10YR1 7/1 黒 しまりやや有 粘性非常に有 灰自色土を含む

2.10YR2/1 黒 しまりやや有 粘性非常に有 灰自色土を含む

3.10YR3/3 暗褐 しまりやや有 粘性やや有 黒褐色・灰自色上を含む

4 10YR2/2 黒褐 しまりやや有 粘性非常に有 灰自色土を粒状に含Ln

5 10YR3/1 黒褐 しまりやや有 粘性有 暗褐色土ブロックを含む

6 10YR4/4 褐 しまり有 粘性有 暗褐色土・褐色プロックを含む

7 10YR5/4 にぶい黄褐 しまり有 粘性少 し有 暗褐色土を含む

8 10YR3/2 黒褐 しまり有 粘性やや有 黒褐色・灰自色上を含む

9 10YR3/1 黒褐 しまりやや有 粘性有 暗褐色プロックを含む

SK02

L=35831111m AI

SK02
1 10YR1 7/1 黒色 しまり有 粘性有 褐色ブロックと炭を含む

A「

Ai

10YR4/2 灰黄褐  しまり有 粘性少し有 浅黄色 灰自色土と炭を含む

10YR2/1 黒 しまり有 粘性有 暗褐色・灰白色土を含む

10YR1 7/1 黒 しまり有 粘性有 褐色・暗褐色土を含む

10YR1 7/1 黒 褐色上を混入
10YR3/8 暗褐 しまり有 粘性有 褐色土と戌を含む

25Y4/3 オリーブ褐 しまり有 粘性無 灰白色土を粒状に含む

10YR4/4 褐 しまりやや有 粘性有 浅黄色上を混入

0                            21n

A「

パ

A

A

黒色土プロック含む

粘性有 黒褐色上を含む

SK06

A

A L=358側肋

“

第9図  S K01・ 02・ 06土坑
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SK 05

A AI

SK07

A

L=35871Xlm

SK05
1 10YR4/1 褐灰  しまり有 粘性やや有

褐色土をやや含み水酸化鉄・炭・焼土プロックを少量含む

SK08

SK08
1.10YR4/3 にぶい黄褐 しまり有 粘性有 上位で褐灰色土を含む

A L=358砺 A'

SK07
1 10YR4/3 にぶい黄褐 しまり有 粘性有 上位で褐灰色を含む
2 10YR4/2 灰黄褐 しまり有 粘性有 灰白色土を微量含む

SK09

A'
A'

SK09
1.10YR1 7/1 黒 しまり有 粘性少し有 黒褐色土・灰白色土を含む

第10図  S K05・ 07・ 08・ 09土坑

A

A

A    L=358助
A   L=358 9CXh
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褐色土を主体とした自然堆積の単層である。底面は概ね平坦である。遺物は出土しなかった。

S K09土 坑 (第 10図、写真図版 3)

調査区中央、Ⅱ B12a・ bグ リッドに位置し、V層上面で検出された。開田時の削平により西半部の上半

部を消失している。平面形・規模は円形状を呈し、開口部径163X160cm、 底部径141× 137cmを測る。断面形

は逆台形状を呈し、深さは11～ 19cmで ある。埋土は黒色土を主体とした単層で人為堆積を呈する。底面は概

ね平坦である。遺物は出土しなかった。

(2)遺物包含層

遺物包含層 (第 11～13図、写真図版 3～ 6)

調査区中央部 Ⅱ A12v～ Ⅱ A16yグ リンドに位置し、V層上面で検出された。遺物包含層内には生涯学習

文化課の試掘 トレンチ (T13)カミ入つており、その試掘 トレンチは基盤層まで掘 り込まれていたことから、

トレンチの再掘から開始し断面観察を行つた。その結果、包含層は大きくⅣ a～Ⅳ c層 の 3層に細分され、

最大厚50cmを測ることが確認された。これを踏まえて、 Ⅱ Allu-16uグ リッドの西半部 (南北 トレンチ)

と、Π A14u― H B14aグ リッド北半部 (東西 トレンチ)を基盤層まで10cm単位で掘 り下げ、層序の確認と

遺物の出土状況を確認した。その結果、Ⅱ A14u・ vグ リッドからはある程度の出土量があつたものの、そ

れ以外の部分からの出土量は多くない上に、拳大以上の破片がまとまって出土することもなく、全体的に小

破片が散在するかのような出土状況を呈していた。これらの出土状況と残 りの調査期間が限られていたこと

から、ジョレンを用いて上から1層ずつ掘 り下げていくこととし、掘 り下げた段階でクリーニングを行い遺

構の有無を確認し、遺物に関してはグリンド毎に器形が分かる破片ないし拳大の破片は残し、フィール ド

カー ドと写真に記録してから取 り上げるという方針を立て、南北 トレンチの西壁際と東西 トレンチの北壁際

をベル トとして残して順次北側から掘 り下げていつた。精査の結果、遺物は拳大以上の破片が出土すること

自体がまれで、小破片ばかり出土する上に、面的にまとまって出土することもなく、上下に厚みをもつて堆

積する状況も確認されず、まさに散在して出土している様相を呈し、また焼土や掘削廃土等も包含層中から

は確認されていない。状況からみて本来洞状の緩斜面に斜面上位から遺物が流入・堆積したものの底部付近

が、開田時の削平を免れ、残存していたものではないかと思われる。包含層からは縄文晩期末～弥生時代前

期 (青木畑～山王Ⅲ層式期)の時が出土しており、弥生時代前期の土器が主体を占めている。

(3)柱穴状土坑

柱穴状土坑 (第 14～17図、第 2～ 4表、写真図版 7)

調査区北側から中央付近にかけて柱穴状土坑が多数検出されている。柱穴は154基 を教えるが、掘立柱建

物跡を構成する柱穴は確認されなかった。平面形は円形・楕円形・方形などがあるが、円形・楕円形が主体

を占める。深さは3.5～ 56.5cmを 測るが、規則性は認められず、また掘 り方を持つた柱穴は確認されていな

い。埋土は黒色～黒褐色土系の自然堆積を呈する◇遺物は出土しなかった。 (太 田代 )
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遺物包含層平面図

試 掘 トレ ンテ

試

掘
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ン
チ

0                            20m

遺物包含層分布図

第11図 遺物包含層平面図・分布図
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第 2表 柱穴状土坑観察表(1)

No 径 (cm) 深さ(cm) 平面形 備 考

1 41× (40) 33.1 円形

2 18× 18 円形

3 28× 27 13.0 円形

4 27× 22 22.5 精円形

5 28× 22 楕円形

6 27× 20 11.8 精円形

7 26× 24 14.0 楕円形

8 24× 24 20.6 円形

9 25× 22 13,9 精円形

30× 26 23.6 精円形

26× 26 17.4 円形

34× 12 26.0 楕円形

22× 22 13.5 円形

44× 33 精円形

29× 28 25.7 円形

20× 18 10.5 精円形

19× 17 10,0 精円形

29× 28 20.1 精円形

19 32× 25 精円形

20 37× 30 65 方形状

38× 27 精円形

22× 22 円形

33× 30 23.2 楕円形

25× 22 19.7 楕円形

26× 21 12.1 楕円形

32× 30 18.6 楕円形

22× 18 27.8 楕円形

18× 18 22.1 円形

29 30× 29 23.2 円形

30 24× 19 10.6 楕円形

26× 23 13.5 精円形

17× 17 21.7 円形

26× 26 26.7 円形

34 50× 38 29。 1 楕円形

30× 25 楕円形

20× 18 10.2 円形

h 径 (cm) 深さ(cm) 平面形 備考

33× 29 17.3 楕円形

37× 29 25.0 精円形

23× 21 38.4 楕円形

32× 20 24.6 不整形

24× 20 20.1 精円形

20× 20 11.8 円形

42× 34 26.6 精円形

44 20× 16 17.4 楕円形

45 27× 26 11.8 円形

46 22× 20 12.5 楕円形

47 38× 25 38.8 楕円形

48 39× 23 25.2 楕円形

49 20× 20 円形

50 28× 24 20,7 楕円形

23× 23 11.7 円形

16× 14 11.4 楕円形

10× 10 16.4 円形

54 27× 27 35.9 円形

39× 32 46.0 精円形

25× 23 精円形

30× 20 13.5 不整形

28× 23 30.3 精円形

31× 29 29.7 精円形

17× 14 12.4 精円形

36× 25 30.0 不整形

22× 20 45.6 楕円形

15× 15 18 2 円形

64 23× 21 19.9 楕円形

30× 18 13.3 楕円形

14× 14 12 1 円形

30× 27 21,2 楕円形

27× 24 15 7 精円形

37× 32 51.2 楕円形

16× 15 104 円形

23× 18 29。 3 楕円形

32X31 37.0 楕円形
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第 3表 柱六状土坑観察表(2)

配 径 (cm) 深さ(cm) 平面形 備 考

18× 18 12.4 円形

20× 20 14.7 円形

20× 20 28.6 円形

，
‘ 57× 36 36.6 楕円形

64× 40 36.3 不整形

28× 27 28.3 円形

79 × 37.4 楕円形

16× 14 29,3 精円形

81 27× 26 28.4 楕円形

16× 16 12,7 円形

83 18× 15 17.7 楕円形

31× 24 30.3 楕円形

24× 23 方形状

14× 14 27.7 円 形

20× 14 15 0 楕円形

88 25× 16 14.6 楕円形

19× 16 24 6 楕円形

90 16× 14 25.8 精円形

20X16 28.6 楕円形

∩
υ 39× 30 16.6 精円形

14× 14 12.8 円形

94 18× 18 26.8 円形

19× 18 28.0 円形

96 20× 19 円 形

18× 16 16.2 精円形

98 29× 29 44.3 円 形

27× 23 23.1 精円形

26X24 12.2 不整形

15× 15 17.2 円形

17× 16 56.5 楕円形

103 28× 27 41.0 方形状

24× 16 4.8 精円形

105 46× 41 楕円形

25× 22 17.4 精円形

107 14× 12 楕円形

13× 13 円形

No 径 (cm) 深 さ (cltll) 平面形 備考

109 30× 20 20.1 精円形

23× 20 方形状

37× 18 13.9 精円形

24× 20 23.2 楕円形

29× 28 楕円形

36× 33 11.4 精円形

28× 24 11.1 楕円形

35× 32 57.4 精円形

28× 25 15。 1 不整形

50× 45 7.6 楕円形

25× 22 50.2 精円形

38× 27 楕円形

50× 42 14.8 楕円形

20× 20 26.4 円 形

40× 23 26.4 楕円形

22× 22 21.5 円形

27× 23 13.8 楕円形

24× 23 円形

22× 20 12.5 楕円形

27× 17 12.5 精円形

25× 19 15.7 楕円形

26× 23 21.6 精円形

30× 24 28.4 楕円形

32× 20 18.2 精円形

24× 20 14,1 楕円形

28× 26 19.7 楕円形

28× 28 7.4 円形

19× 19 ７
イ 円形

22× 20 13.4 楕円形

29× 22 13.4 楕円形

26× 25 26.9 円形

38× 30 21.5 精円形

30× 24 19.1 精円形

142 72×  [51] 12.8 楕円形

143 (26)× 21 9.2 精円形

(58)× 51 52.7 精円形
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第4表 柱穴状土坑観察表(3)

No 径 (cm) 深さ(cm) 平面形 備 考

22× 20 12.5 精円形

146 39× 34 精円形

42× 35 楕円形

62× 30 25.4 不整形

42× 35 16.4 不整形

配 径 (cm) 深さ(cm) 平面形 備 考

42× 37 28,3 精円形

40× 27 24.0 不整形

(114)× 8〔 11.4 楕円形

53× 50 42.8 不整形

46× 32 楕円形

第 2節 出土遺物

今回の調査で出土した遺物は弥生土器が大コンテナ11箱、石器類が小コンテナ 1箱出上し、主に遺物包含

層と旧河道から出土している。そのほかに、土製品と陶磁器が数点、不明鉄製品 2点が表土 。旧河道より出

土している。出土状況としては大半が遺物包含層と旧河道から出土しているが、旧河道から土器が大コンテ

ナ 7箱 と石器の大半が出土しているのに対 し、遺物包含層からは土器が大コンテナ 4箱分出土したのを数え

るのみで、旧河道からの出土量が圧倒的に多い。旧河道は堆積土が上位は黒褐色シル ト、中・下位は灰白色

の粗砂であつたので、黒褐色土と砂で分けて層位的に遺物を取 り上げては見たが、16世紀の唐津産陶器等が

弥生土器と一緒に出上している状況から見ても分かるように、現位置を保つた出土状況を呈しているとは言

い難い。状況から見て、旧河道が調査区内を流れ、堆積していく過程で、斜面上位もしくは上流部からこれ

らの遺物が流れ込んできたものと思われる。

遺物の掲載基準は前述の通 りで、遺構内出土遺物、遺物包含層、遺構外出土遺物の順に、土器は深鉢・高

邦 。浅鉢・蓋 。その他 (ミ ニチュア土器)の順で、石器は石鏃 。石匙・不定形石器・耳飾 りの順に掲載し、

遺物の個々の記述は実測図と観察表で行 うこととした。また、遺構外出土遺物に関しては上記の通 り大半が

旧河道から出土しているが、必ずしも現位置を保った出土状況をしていない為、大きく時期別に分けてから

前述の器種毎に掲載する方針を立てたものの、報告者の力量不足が原因で必ず しも時期別の流れで区分でき

たとは言い難い。ここでは包含層と旧河道を中心とした遺構外出土遺物の概要を述べた上で、本遺跡出土遺

物の分類を行 うこととする。

遺物包含層出土土器 (第 18～22図、写真図版 9～ 11、 第 5表 )

当初は縄文時代晩期末～弥生時代前期の包含層 と考えていたが、Ⅱ A12vグ リッドⅣ c層中より蓋が出土

していることと、高郷・浅鉢の形状や文様からみて、時期的に晩期末というよりは弥生時代前期の土器が主

体であると思われる。また、 Ⅱ A13v～ Ⅱ A14vグ リンドのⅣ b・ Ⅳ c層 より中～後期にかけての土器が出

土している。形のわかるものは小破片でも掲載するようにした為、掲載遺物だけをみると中～後期の土器が

多くみられるような印象を持つてしまうが、これ ら中～後期の土器が最も多く出土しているのはⅡ A14vグ

リンドⅣ b層で、その下位Ⅳ c層 の出土遺物の主体が弥生土器であることと、 Ⅱ A14vグ リンドⅣ b層 自体

が弥生土器の出土量が遺物包含層中では一番多い地点であるので、弥生時代の遺物が主体であるのは間違い

ないと思われる。前述のようなイレギュラーはあるものの、弥生時代前期の遺物が圧倒的に多く、主体を占

めていることは確かで、基本的には弥生時代前期の包含層であると思われる。また、出土量が少ないことも

あり層序から言えることはほとんど無いと思われる。
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遺構外出土遺物 (第23～33図、写真図版11～ 18、 第 5表 )

旧河道 1と 旧河道 2のいずれからも出土しているが、旧河道 1か らの出土が圧倒的に多く、今回の調査で

出土した遺物全体の約 7割を占めている。調査区内で検出した旧河道 1内の出土傾向を見てみると旧河道中

央より東側、特に北東側の調査区境での出土量が極めて多く、逆に北西境からは出土遺物はあまり多くは無

いという出土傾向が認められる。旧河道からは中・後・晩期末～弥生時代前期土器の出土が確認されている

が、同一層より16世紀の唐津産陶磁器等が弥生時代前期の上器 と一緒に出土している状況から見ても分かる

ように、層位的には取 り上げたもののプライマリーな出土とは言い難い出土状況である。ただその中でも弥

生時代前期の土器の出土量は圧倒的に多い。

前述の通 り遺構内出土遺物が少ない上に主要な出土遺物が少ないことから必ずしも層位的な出土状況を呈

しているとは言えないが、以下おおきく I～Ⅳ群に分類 してみることにする。

I群土器 :縄文時代中期の上器で点教は少なく大半が遺構外であるが、 S K02の埋土中より1点 (2)だ

け出土している。

Ⅱ群土器 :縄文時代後期の土器である。今回の調査で出土した土器の中では弥生時代前期の土器の次に多

く出上している。基本的には後期初頭の、 (123)。 (156)は 中期末～後期初頭、 (159)。 (342)は後期後葉、

(59)は後期末～晩期初頭の上器であると思われる。

Ⅲ群土器 :縄文時代晩期の土器をⅢ群土器 としたが、若干量のみの出土である。今回の調査では大洞C

2～ A式期の上器が出土している。掲載遺物では (343)の 1点のみである。

Ⅳ群土器 :今回の調査で最も出土量が多い。晩期末葉～弥生時代前期に比定される土器をⅣ群土器に該当

させたが、弥生時代前期の青木畑式の土器が多数を占め、確実に大洞A'式 (242?。 244)や弥生時代前期

の山王Ⅲ層式の土器が若干量含まれている。

V群土器 :地文のみで所属時期が不明な土器を一括した。

Ⅵ群土器 :ミ ニチュア土器を一括 した。

陶磁器 (第34図、写真図版 18、 第 8表 )

今回の調査で 5点程出土してお り旧河道もしくは表土中より出土している。このうち3点を図示した◇いず

れも旧河道からの出土遺物で、 (1001)は 唐津産の胎土目碗である。体部下半から底部にかけてはほぼ残存

し、口縁部付近が約2/3残存 している個体で16世紀代の遺物ではないかと思われる。 (1002)は肥前産の碗の

高台部付近の破片で、復元実測 したものである。時期は18世紀代 と思われる。 (1003)は 肥前産の染付碗の

高台部付近の破片で近世以降の遺物と思われる。

石器類 (第35図、写真図版 18・ 19、 第 9表 )

今回の調査では小コンテナ 1箱程出土してお りほとんどが旧河道 と表土中よりの出土である。石鏃は 4

点、石錐は 1点、石匙は 6点、耳飾 り1点に関しては全点を掲載することとし、不定形石器に関しては代表

的なものを掲載する方針を立てたが、整理期間の都合上一部写真掲載のみのものもある。ここでは製品にな

らない石器全てを一括 して、不定形石器としている。

土製品 (第 23・ 24・ 33図、写真図版12・ 18、 第 6。 7表 )

円盤状土製品と土偶合わせて 8点出土している。円盤状土製品は遺物包含層と旧河道より各 1点の計 2点

出土し2点 とも掲載した。周辺加工は打ち欠きで、穿孔はなく、体部破片の地文のみである。形状は略円形

を呈している。土偶は遺物包含層より1点、旧河道より5点の計 6点出土し、その全点を掲載した。
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Ⅳ
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Ⅳ
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縁
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Ⅳ
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縁
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Ⅳ
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縁
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Ⅳ
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Ⅳ
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部
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沈
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Ⅱ
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浅
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部
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状

口
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口
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部
無
文
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沈
線
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 A
18
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深

鉢
口
縁

部
V

細
く
深

い
条

線
l

Ⅱ
 A
18
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 a
層
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鉢

体
部

V
RL

1

旧
河

道
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層
深

鉢
口
縁

部
Ⅳ

口
縁
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文

。
LR

1

旧
河

道
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深
鉢

口
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部
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RL
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l

旧
河
道
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層

深
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口
縁
部
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LR

1
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土
深
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口
縁

部
6.
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V
LR

1
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2

旧
河

道
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色
土

深
鉢

口
縁

部
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.9
]

V
LR

1

旧
河
道
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層
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体
部
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中
空
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。

1

T1
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体

部
[1
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V
LR

T1
3表

土
深

鉢
口
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部

[8
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V
LR

旧
河

道
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層
浅

鉢
体

部
沈
線
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よ
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区
画

(内
部

は
磨
消
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RL

旧
河
道

1砂
層

深
鉢

体
部

[3
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旧
河
道
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ド

深
鉢

体
部

沈
線
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よ
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画
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部

は
磨

消
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旧
河

道
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色
土

深
鉢

体
部

沈
線

に
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区
画
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部
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磨

消
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RL
旧
河

道
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色
土

深
鉢

口
縁
部
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。
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口
縁
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沈

線
に
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る

区
画
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部
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磨

消
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RL
旧
河

道
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色
土
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鉢

体
部
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RL

T1
3表

土
深

鉢
口
縁

部
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線
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体

部
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体

部
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縁

部
[5
4]

Ⅱ
連
鎖
状
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河

道
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土
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部
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体

部
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河

道
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層
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口
縁

部
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状
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鉢

体
部

[4
,4
]

ll
連
鎖
状

隆
起

。
RL

旧
河
道

lⅡ
A3
r付
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鉢
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縁

部
[6
.6
1

刺
突

。
LR

旧
河

道
2黒

色
土

深
鉢

口
縁
部

連
鎖

状
隆
起

旧
河

道
2黒

色
土

深
鉢

口
縁
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縁
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台
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Ⅳ
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縁
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縁
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Ⅳ
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Ⅳ
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口
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道
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出
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深
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部
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口
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河
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部
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縁
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河
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層
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鉢
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部
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縁
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河
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Ⅳ
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第 6表 円盤状土製品観察表

第7表 土偶観察表

第 8表 陶磁器観察表

(  )は推定値、[  ]は残存値

図番 出上位置・層位 器 種 部位

法量 (cm)

周緑カロエ 文様 備考 図版 写 版
長径 短径 厚 さ

349 Ⅱ A14wⅣ  a層 円盤状土製品 はば完形 打欠 RL

旧河道 1砂層 円盤状土製品 ほぼ完形 打欠 LR

図版 出上位置・層位 器 種 部位 つくり 文様等 図版 写版

旧河道 1秒層 土 偶 右 肩 中空 刺突文

旧河道 1砂層 土偶 顔 中実 粘土貼付の上に刺突文

旧河道 1黒色土 土偶 体部～腕 中実 無文

352 旧河道 1黒色土 土偶 体部～腕 中実 胸粘土粒貼

353 旧河道 1砂層 土偶の足 脚 部 中空 無文

Ⅱ A12wⅣ  a層 土偶の手 手 中実 刺突文

図番 出上位置・層位 器 種 産地 時期 釉調 胎 土

法量 (clll)

図版 写版
口径 器 高 底径

旧河道 1・ 底面 胎土目碗 唐津 16C 褐釉 灰白色 1)

旧河道 1・ 底面 碗 月巴前 18C 褐 釉 褐灰色 (42)

旧河道1・ 埋上上位 碗 ? 肥前 18C? 染付 明緑灰色 [15]
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第9表 石器観察表

図番 遺構名・出上位置・層位 器 種 長さ(cni 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量 (g 石質・産地 図版 写版

Ⅱ A13v13層 石 鏃 0.95 0,45 0,71 頁岩 イヒ上山地

402 Ⅱ A12w13層 不定形 2 55 0.85 4.06 買岩 耳ヒ上山地

Ⅱ A12w13層 不定形 1.1 9.64 頁岩 耳ヒ上山地

S K02埋 土 不定形 頁岩 耳ヒ上山地

旧河道13層 不定形 頁岩 】ヒ上山地

遺構外T13Ⅱ 層 石 鏃 [2 85] 0.55 頁岩 耳ヒ上山地

遺構外T13検 出面 石 鏃 0.35 0.62 黒曜石 】ヒ上山地

遺構外表採 石 鏃 2 35 0.35 0,76 頁岩 イヒ上山地

旧河道 lⅢ層 石 錐 頁岩 耳ヒ上山地

旧河道 1底面 石 匙 0,75 6.85 頁岩 イヒ上山地

旧河道 1砂層ⅡA3r付 近 石  匙 2 25 8,08 頁岩 】ヒ上山地

412 旧河道 1西側検出面 石  匙 5.2 37 12.47 頁岩 】ヒ上山地

遺構外T16東検出面 石  匙 2.85 1.3 20.58 頁岩 】ヒ上山地

旧河道 1検出面 石  匙 21 0.85 8 84 頁岩 】ヒ上山地

旧河道 2黒色土 石  匙 7.75 30.63 頁岩 ゴヒ上山地

遺構外T13西側検出面 耳飾 り 滑石 】ヒ上山地

旧河道 1黒色土 不定形 2.2 2.99 頁岩 耳ヒ上山地

旧河道 1黒色土 不定形 3.45 8 60 頁岩 】ヒ上山地

旧河道 1黒色土 不定形 0.85 赤色頁岩 】ヒ上山地

旧河道 1黒色土 不定形 7.06 頁岩 】ヒ上山地

旧河道 1黒色土 不定形 6 77 貢岩 】ヒ上山地

422 旧河道 1黒色土 不定形 71 14 16.48 頁岩 耳ヒ上山地

旧河道 1砂層 (底面)Ⅱ A2r付 不定形 3.05 2 52 頁岩 耳ヒ上山地

遺構外T16北 不定形 3.95 1.1 10.30 頁岩 イヒ上山地

425 遺構外T16西側 Ⅱ層 不定形 4,75 3.15 0,75 13 43 頁岩 耳ヒ上山地

426 遺構外表採 不定形 52 0.95 10.48 頁岩 耳ヒ上山地

遺構外T16西側Ⅱ層下位 不定形 10,73 頁岩 ゴヒ上山地

428 遺構外T16表土層 不定形 0.85 9,82 頁岩 イと上山地

429 遺構外T16西側 Ⅱ層 不定形 0.75 頁岩 ゴと上山地

遺構外表採 不定形 1.75 2 45 赤色頁岩 耳ヒ上山地

ⅡA13vⅣ a層 不定形 メノウ 北上山地

旧河道 1黒色土 不定形 5.69 頁岩 耳ヒ上山地

433 旧河道 1黒色土 不定形 5 16 赤色頁岩 北上山地

旧河道 1黒色土 不定形 7.73 頁岩 耳ヒ上山地

旧河道 1砂層 不定形 19 30 貢岩 】ヒ上山地

旧河道 2黒色土 不定形 4.07 赤色頁岩 北上山地

遺構外T12西側検出面 不定形 3.16 メノウ 北上山地

438 遺構外T13表土 不定形 3 77 赤色頁岩 】ヒ上山地

439 遺構外T13東側検出面 不定形 赤色頁岩 】ヒ上山地

440 遺構外T16西側 Ⅱ層下位 不定形 6 69 安山岩 】ヒ上山地

遺構外表採 不定形 6.86 貢岩 イヒ上山地
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第V章 まとめ

1,遺構・遺物

今回の調査で検出した遺構は土坑 7基、柱穴状土坑154基、遺物包含層 1箇所である。

(土坑)調査区北側～中央から7基検出したが、前回のほ場整備時による削平により残存状況は不良であ

る。平面形は円形ないし精円形を呈している。土坑一覧表を第10表に示したが、はっきりとした傾向は見い

だせなかった。また、埋土中より縄文土器ないし弥生土器が出土している土坑があるが、埋上の状況か ら見

て確実に遺構に伴 う遺物であるかは疑問が残る (特に S K02)。

第10表 土坑―覧表

(柱穴状土坑〉調査区中央を中心に154基検出したが、掘立柱建物跡を構成する柱穴は検出されなかった。

遺物は出土していないことから時期は不明である。

(遺物包含層)調査区中央南側より約400ポを検出した。最大厚は50cmを 測る。大きく3層 に細分され主に

弥生時代前期の遺物が出土しているが、出土量が少ないということと残存率が悪いことなどが重なり、層位

的な遺物の取 り上げはしたものの、残念ながら層位的に言えることはほとんどない状況である。また、包含

層中からは遺構は検出されていない。

2。 ま とめ―要約一

今回の調査では弥生時代の遺物包含層と時期不明の上坑・柱穴状土坑 。旧河道が検出された。遺物包含層

は洞状の緩斜面に斜面上位から遺物が流入して形成され、その底の部分が開田時に削平を受けずに残つたも

のであると思われる。調査区内からは弥生時代の遺構は検出されていないことから、開田時に削平 された

か、調査区周辺、特に調査区北側の斜面上位面に該期の集落があった可能性が想定されるが、推測の域を出

ない。今回の調査で出土した主に弥生時代前期の遺物は当該地域においては類例の少ない資料であるが、層

位的に取 り上げはしたものの旧河道より出土した遺物が大半で、プライマリーな出土を示した遺物包含層出

土遺物の出土量が少ない上に残 りが悪かつたため、層位的に言えることはほとんどなく、有意義な分析が出

来たとは言い難い。今後の調査成果に期待しつつ、資料の蓄積を待って再度検討し直したい。

遺構名 径 (m) 深さ(cm) 長軸方向 平面形 埋土色調 出土遺物 備 考

S K01 239× 1.57 れた-25° 一N 楕円形 黒褐・にぶい黄褐色 弥生土器

S K02 168× 1.39 円  形 黒色 縄文土器

S K05 1.40× 0.87 N-38° 一W 楕円形 褐灰色

S K06 3.60× 2.80 W-1° 一N 楕円形 黒色・褐色系 弥生土器

S K07 1.37× 0.87 Vヽ-44° 一N 精円形 にぶい黄褐・灰黄褐色

S K08 2.03× 131 W-21° 一N 楕円形 にぶい黄褐色

S K09 1.63× 1.60 円 形
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調査前風景

調査終了全景

写真図版 1 調査前風景・調査終了全景
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S K06 断面 (S→ )
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S K07 断面 (S→ )

遺物包含層遺物出土状況 遺物包含層遺物出土状況

写真図版 3 土坑(2)。 遺物包含層
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写真図版13 遺構外出土遺物 (上器 5)
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写真図版14 遺構外出土遺物 (土器 6)
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写真図版15 遺構外出土遺物 (土器 7)
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石鏃・石匙

弥生土器

陶磁器破片

鉄製品
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所 長  木 村 昇 副  所  長 平 野 允 苗

〔管理誤〕

課    長

課 長 補 佐

主  ‐ 査

〔調査第一課〕

課    長

課 長 補 佐

文化財専門員

文化財調査員

〔調査第二課〕

課    長

課 長 補 佐

〃

文化財専門員

〃

〃

文化財調査員

〃

韮 沢 正 吾

山 岸 直 美

中 鳴 賢 一

猿 橋 幸 子

佐々木   勝

佐々木 清 文

金 子 昭 彦

吉 田   充

亀   大二郎

野 中 真 盛

新 妻 伸 也

阿 部 勝 則

杉 沢 昭太郎

西 澤 正 晴

村 木   敬

三 浦 謙 一

中 川 重 紀

高 橋 義 介

小山内   透

金 子 佐知子

濱 田   宏

赤 石   登

阿 部 員 澄

水 上 明 博

阿 部   憲

早 坂   淳

小 松 則 也

阿 部 徳 幸

窓 岩 伸 吾

亀 澤 盛 行

飯 坂 一 重

鈴 木 裕 明

林     勲

阿 部 孝 明

羽 柴 直 人

星   雅 之

佐 藤 淳 一

星   幸 文

溜   浩二郎

本 多 準一郎

丸 山 直 美

福 島 正 和

米 田   寛

須 原   拓

川 又   晋

中 村 絵 美

村 田   淳

(村 上  拓 )

斎 藤 麻紀子

石 崎 高 臣

吉 田 里 和

立 花   裕

江 藤   敦

駒木野 智 寛

託嘱

文化財調査員

〃

〃

〃

〃

期限付調査員

〃

文化財調査員

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

期限付調査員

〃

高 橋 照 雄

湯 沢 邦 子

沼 田 テル子

伊 藤 滋 子

北 村 忠 昭

八 木 勝 枝

九 山 浩 治

耳ヒ 田   敦

島 原 弘 征

坂 部 恵 造

小 林 弘 卓

小 針 大 志

藤 原 大 輔

太田代 一 彦

新井田 えり子

事主
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